
第６回ニュース作文コンクール 小学生の部 

最優秀賞 倉成美紀さん（小 6）・セルモ目黒本部教室 

 

選んだ記事：朝日小学生新聞 2018 年 7 月 18 日 1 面 

タイトル：身の周りを見直す 

 

 大阪府で震度６弱を記録した地震発生後、倒れたブロック塀、法律に合わな

いブロック塀の確認、撤去が進んでいる。記事によると、家庭でも家具の固定

は絶対に必要だそうだ。 

 私はまず、家庭での家具の転倒対策について母に話を聞き、実際に確認した。

そうすると、部屋によって安全性が異なっており、棚や本の多い父の部屋が特

に危険だとわかった。専門家によると、家具を固定したことで実際にスムーズ

に避難することができたというケースも多いそうだ。 

 次に私は通塾路を確認した。すると、一部が欠けているブロッグ塀や、倒れ

そうな標識、ベランダから落下しそうな植木鉢が目に映った。意外にも危険が

身近に潜んでいるのだ。 

 自然災害は、私たちには止められない。しかし、身の周りの環境を整えたり、

目を向けることで被害を軽減することは可能なのではないだろうか。今後は私

から身の周りの人に事前の対策の大切さを発信していきたい。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６回ニュース作文コンクール 中学生の部 

最優秀賞 久保田翔さん（中３）・自由塾町屋教室 

 

選んだ記事：朝日中高生新聞 2018 年 7 月 1 日号 9 面 

タイトル：「ソムリエ」になりたい自分 

 

「ソムリエ」その記事を見て、父を思い出した。私が六歳で初めて会った父

は、ワインのソムリエである。 

 記事に出てくる岩井さんは、「自然派ワイン」と呼ばれる化学物質を極力おさ

えたワインを扱っていて、お客様を楽しませているだけではなく、安心しても

らうことや美しい所作も大切にしているすごいソムリエだ。 

 かつて、私は父親が好きになれなれなかった。仕事の都合で別々に暮らして

いたから、気まずくてまともに会話すらも出来なかったのだ。そんな中、父は

私にワインのことを教えてくれた。ワインの扱い方、注ぎ方をいつも私は真似

をした。もちろん上手に出来なかった。父は「もう少しこうするんだよ」と優

しく教えてくれた。失敗ばかりの私に、父はいろいろと丁寧に教えてくれた。

教えてくれたのは、ワインのことだけではない。「わからないときには、人に聞

くことの大切さ」も教えてくれた。少しずつ私は父に心を開くようになってい

った。 

 私にも出来るかもしれない思い始めたとき、この記事に出会った。ソムリエ

に求められる知識は膨大であり、簡単なものではなかったことに気づかされた。

父に聞いてみたらソムリエになるまでに三年から六年かかるという。勉強量が

多く、困難な道であることがわかった。そして、岩井さんは珍しい「オレンジ

ワイン」を提供していることも知った。原料は、ブドウであるが、色がオレン

ジ色をしているので、こう呼ばれているそうだ。一方で、父は「赤ワインには、

チョコレートケーキが合う」と言っている。二十歳になったら両方すぐに試し

てみたい。 

 「愛を持って楽しむ」ことや「人とつながれることがこの仕事の大きな魅力」

という岩井さんは、素晴らしいソムリエだ。そして、父は今、私にとって憧れ

の存在である。二人のように、ワインを通じて、人を大切にするソムリエにな

りたいと思った。 

 

 

 

 

 



 
  


